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勤
務
医
の
先
生
方
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
「
医
師
の
需

給
」
並
び
に
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
の
議
論
が
続
い
て
い
る
。

議
論
の
基
本
は
「
医
師
の
需
要
と
供
給
」
及
び
「
医
師
の
働
き

方
」
の
両
者
が
「
過
去
、
現
在
、
未
来
」
に
お
い
て
適
切
で
あ

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

厚
労
省
の
「
医
師
需
給
分
科
会
」
で
は
、「
現
在
の
医
療
体

制
で
、
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
概
ね
提
供
で
き
て
い

る
前
提
に
立
ち
」
必
要
な
医
師
数
を
推
計
し
て
い
る
が
、
こ
の

前
提
そ
の
も
の
が
、
現
場
感
覚
と
ず
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
に
、
日
医
総
研
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
「
第
6
回
日
本

の
医
療
に
関
す
る
意
識
調
査
（
2
0
1
7
年
）」
で
は
「
国
民
が
考

え
る
重
点
課
題
」
の
第
1
位
は
「
高
齢
者
な
ど
の
長
期
入
院

施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設
の
整
備
（
50
％
）」、第
2
位
は
「
夜

間
や
休
日
の
診
療
や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
（
47
％
）」
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
健
康
保
険
協
会
の
「
医
療
と
健
康
保
険
に
関
す
る

意
識
等
調
査
報
告
書
（
2
0
1
5
年
）」
で
は
、
期
待
す
る
医
療
政
策

の
第
1
位
は
「
医
師
の
養
成
・
確
保
（
46
％
）」、
第
2
位
は
「
医
師

不
足
と
さ
れ
る
小
児
、産
科
医
療
等
体
制
の
整
備
（
43
％
）」で
あ
る
。

同
じ
く
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
「
医
療
に
関
す
る
国

民
意
識
調
査
（
2
0
1
1
年
）」
で
は
、「
医
療
機
関
へ
の
要
望
」

と
し
て
、第
1
位
が「
待
ち
時
間
を
短
く
し
て
ほ
し
い（
68
％
）」、

第
2
位
が
「
病
気
の
状
態
や
治
療
法
を
よ
く
説
明
し
て
ほ
し

い（
55
％
）」で
あ
り
、「
医
療
の
あ
り
方
と
し
て
希
望
す
る
こ
と
」

の
第
1
位
は
「
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
確
保
・

育
成
（
66
％
）」、
第
2
位
は
「
夜
間
や
休
日
に
お
け
る
救
急
医

療
体
制
の
整
備
（
45
％
）」、「
高
度
な
機
能
を
有
す
る
医
療
機

関
の
整
備
（
45
％
）」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
半
数
前
後
に
達
す

る
国
民
の
意
見
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
兵
庫
県
の
地
域
医
療
構
想
の
資
料
に
よ
る
と
、

脳
卒
中
の
急
性
期
医
療
を
担
う
医
療
機
関
か
ら
自
動
車
搬
送

30 

分
圏
に
含
ま
れ
な
い
地
域
の
「
未
カ
バ
ー
人
口
割
合
」
は
、

但
馬
圏
域
に
お
い
て
61
・
4
％
、
丹
波
圏
域
に
お
い
て
44
・

8
％
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
場
合
で
は
、
但
馬
圏
域
61
・
4
％
、

淡
路
圏
域
44
・
1
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
民
の
意
識
調
査
の
結
果
、
地
域
医
療
の
現
状

か
ら
み
る
と
、
決
し
て
「
現
在
の
医
療
提
供
体
制
で
、
必
要

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、
依

然
と
し
て
供
給
不
足
な
の
で
あ
る
。「
医
療
提
供
十
分
論
」
は

国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
勤
務
医
の
先
生
方
の

現
場
感
覚
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
厚
労
省
は
、
こ
の
根
拠
の
希
薄
な
前
提
に
立
ち
、
さ
ら

に
「
働
き
方
改
革
」
を
受
け
て
医
師
の
勤
務
時
間
の
適
正
化
を

加
味
し
、
新
た
な
需
給
推
計
を
発
表
し
た
。
図
１
の
よ
う
に
、
中

位
推
計
（
需
要
ケ
ー
ス
２
）
で
あ
る
「
労
働
時
間
を
週
60
時
間
程
度

に
制
限
」
し
た
場
合
に
、「
平
成
40
年
（
2
0
2
8
年
）
の
段
階
で
、

マ
ク
ロ
の
医
師
需
給
が
均
衡
す
る
と
予
想
」
し
、「
医
学
部
定
員

に
つ
い
て
、
更
に
増
員
す
る
必
要
は
無
い
」
と
の
方
向
性
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
週
60
時
間
の
労
働
時
間
は
、
週
20
時
間
、つ
ま
り

月
80
時
間
の
時
間
外
労
働
に
相
当
し
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
過
労

死
ラ
イ
ン
」
の
一つ
の
条
件
で
あ
る
。

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、「
時
間
外
労
働
を
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で

規
制
す
る
の
で
、
あ
と
10
年
間
は
医
師
不
足
で
頑
張
って
く
だ
さ

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
医
師
会
も
「
医
師
の
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
具
体
的

方
策
」
を
答
申
し
て
い
る
。
現
状
分
析
と
目
指
す
べ
き
方
向
に
関

し
て
は
、「
地
域
医
療
体
制
」
と
「
勤
務
医
の
健
康
確
保
」
と
の

バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
強
調
しつつ
、
前
向
き
な
内
容
を
謳って
は

い
る
も
の
の
、具
体
策
で
は
前
者
に
重
き
を
置
い
た
感
が
否
め
な
い
。

そ
の
具
体
案
は
、「
医
師
の
特
別
条
項
」
と
し
て
、
月
80
時
間

の
時
間
外
労
働
（

≒

過
労
死
ラ
イ
ン
）
を
定
め
、
さ
ら
に
「
医
師
の
特

別
条
項
の
『
特
例
』」
と
し
て
、
月
1
0
0
時
間
以
上
の
時
間
外

労
働
（
精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準
）
を
定
め
る
と
し
て
い
る
。
総
務
省

の
調
査
で
は
、
週
60
時
間
を
超
え
て
働
く
医
師
の
割
合
は
全
国
で

42
％
（
最
も
高
い
職
種
）で
あ
り
、
兵
庫
の
県
立
病
院
で
年
8
0
0
時

間
を
超
え
て
超
過
勤
務
を
し
た
医
師
は
92
人
（
14
％
）で
あ
る
。
因

み
に
、
パ
イ
ロッ
ト
の
1
カ
月
の
勤
務
日
数
は
平
均
約
19
日
、
飛

行
時
間
は
１
カ
月
55
時
間
前
後
、
乗
務
時
間
は
1
カ
月
1
0
0

時
間
以
内
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
す
べて
「
1
カ
月
」
の
「
勤
務

時
間
数
」
で
あ
る
。

日
医
の
検
討
委
員
会
も
、
厚
労
省
の
医
師
需
給
分
科
会

も
、
議
論
の
場
に
勤
務
医
の
代
表
は
少
な
い
。
働
き
方
改
革

は
、
診
療
体
制
の
縮
小
、
追
加
人
件
費
等
か
ら
病
院
の
経
営

悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
た
め
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
が
、
現
場
の
混
乱
を
防
ぐ
と
の
名
目
で
、「
改
革
」
の
議

論
に
抑
制
が
か
か
っ
て
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
人
口
1
0
0
0
人
当
た
り
の
医

師
数
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
35
カ
国
の
単
純
平
均
3
・
4
人
に
対
し
、

2
・
4
人
で
あ
り
（
図
２
）、
日
本
全
体
で
は
約
10
万
人
の
不

足
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
「
医
療
費
抑
制
」
の
た
め
の
「
医
師
数

抑
制
」
は
自
然
現
象
で
な
く
国
策
で
あ
る
。

医
師
は
人
命
に
直
接
関
与
し
、
責
任
が
重
く
、
ミ
ス
が
許
さ

れ
ず
、
ス
ト
レ
ス
の
高
い
職
業
で
あ
る
。
現
在
の
医
療
体
制
は
、

医
師
の
使
命
感
や
自
己
犠
牲
に
甘
え
、
労
働
基
準
法
違
反
状

態
を
放
置
し
た
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
過

労
死
・
自
死
例
、
労
基
法
違
反
や
不
適
切
な
労
務
管
理
の
常

態
化
、
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
３
K
・
５
K
診
療
科
や
職
場
か
ら

の
「
逃
散
」、
つ
ま
り
無
言
の
意
思
表
示
を
み
る
と
、
病
院
勤

務
医
の
過
重
労
働
と
自
己
犠
牲
に
は
限
界
が
来
て
い
る
。

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
の
「
勤
務
医
労
働
実
態
調
査
2
0
1
7
」

（
図
3
）
に
よ
る
と
、
医
療
過
誤
の
原
因
と
し
て
、
勤
務
医
の

６
割
弱
が
「
疲
労
に
よ
る
注
意
力
不
足
」
と
指
摘
し
、「
改

善
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
を
一
言
で
い
え
ば
、「
休
息
が
ほ
し
い
」

で
あ
り
、「
改
善
に
有
効
な
方
法
」
の
ト
ッ
プ
は
「
医
師
数
の

増
員
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
実
行
に
は
人
員
増
と
人

件
費
増
が
必
要
な
の
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
原
資
で
あ
る
診

療
報
酬
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
、
医
師
の
勤
務
時
間
や
給
与

等
の
労
働
条
件
は「
改
革
」さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

労
働
者
と
し
て
の
医
師
と
公
的
医
療
を
支
え
る
病
院
経

営
が
と
も
に
健
全
で
あ
る
た
め
に
は
、
即
効
性
が
な
い
と

は
い
え
「
医
師
」
と
「
診
療
報
酬
」
の
増
加
が
基
本
で
あ
る
。

こ
れ
な
く
し
て
は
勤
務
医
の
窮
状
は
救
え
な
い
。

図2　人口1000人当たり医師数
出典：日医総研ワーキングペーパー「医療関連データの国際比較－社会
保障の給付と負担、医療費、医療提供体制－」2018年より作成

図 1　医師の需給推計について（案）
出典：医療従事者の需給に関する検討会第１９回医師需給分科会 資料１
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図3　勤務医労働実態調査2017（各項目とも上位４項目）　出典：全国医師ユニオン勤務医労働実態調査より作成

国
会
で
働
き
方
改
革
の
審
議
が
進
ん
で
い
る
。

長
時
間
労
働
問
題
は
、
医
師
も
例
外
で
は
な
く
、

厚
労
省
は
医
師
の
働
き
方
改
革
の
議
論
を
進
め

て
い
る
。
同
時
に
地
域
医
療
構
想
で
推
計
さ
れ

た
将
来
の
必
要
病
床
数
等
に
基
づ
い
て
、
将
来

の
医
師
数
に
つ
い
て
も
「
医
師
需
給
分
科
会
」

で
検
討
を
始
め
た
。
医
師
の
需
給
と
働
き
方
に

つ
い
て
解
説
す
る
。
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１　
指
導
と
は

保
険
医
等
に
は
、
健
康
保
険
法
上
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指

導
を
受
け
る
義
務
が
あ
る
（
健
康
保
険
法
73
条
１
項
等
）。
指
導
と

は
、
保
険
診
療
の
質
的
向
上
及
び
適
正
化
の
た
め
に
、
療
養

担
当
規
則
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
診
療
の
取
り
扱
い
、

診
療
報
酬
の
請
求
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底

さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
懇
切
丁
寧
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
（
指
導
大
綱
第
２
）。
ま
た
、
指
導
は
、
任
意
に
な
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
（
行
政
手
続
法
第
32
条
１
項
）、
行
政
機
関
は
、
行
政
指

導
に
従
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
条
２
項
）。

健
康
保
険
法
上
の
指
導
の
形
態
に
は
、
集
団
指
導
、
集
団

的
個
別
指
導
、
個
別
指
導
が
あ
る
。
本
項
で
主
に
問
題
と
す

る
指
導
は
、
対
象
と
な
る
保
険
医
に
対
し
て
、
個
別
に
面
談

方
式
で
実
施
さ
れ
る
個
別
指
導
を
指
す
。

２　
監
査
と
は

他
方
、
監
査
と
は
、
不
正
ま
た
は
著
し
い
不
当
が
疑
わ
れ

る
場
合
等
に
お
い
て
、
的
確
に
事
実
関
係
を
把
握
し
、
公
正

か
つ
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
主
眼
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
（
監
査
要
綱
第
２
）、
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る

と
き
に
、
保
険
医
等
を
出
頭
さ
せ
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問

さ
せ
、
さ
ら
に
、
診
療
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
（
健
康
保
険
法
78
条
１
項
）。

監
査
の
結
果
、
故
意
に
不
正
又
は
不
当
な
診
療
又
は
診
療

報
酬
請
求
を
行
っ
た
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
険
医
療
機
関
指
定
取
消
処
分
な
ど
の

不
利
益
処
分
が
課
さ
れ
る
（
監
査
要
綱
第
６
）。

こ
の
よ
う
に
監
査
制
度
は
、
指
導
内
容
に
従
う
か
ど
う
か
が
任

意
で
あ
る
指
導
と
は
根
本
的
に
性
質
を
異
に
す
る
制
度
で
あ
る
。

３　
個
別
指
導
の
法
的
問
題
点

⑴
行
政
手
続
法
に
反
す
る
指
導
の
現
状

本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
制
度
で
あ
る
べ
き
指
導
と
監
査

で
あ
る
が
、
指
導
の
結
果
次
第
で
は
監
査
に
移
行
す
る
場
合

が
あ
る
（
指
導
大
綱
第
7
の
1
⑵
④
等
）
等
、
指
導
と
監
査
は
制
度

上
、
連
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
指
導
と
監
査
が
連
動
し
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
は
任
意
に
な
さ
れ
る
べ
き
個
別

指
導
が
、
結
果
と
し
て
行
政
側
の
広
範
な
裁
量
を
許
す
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
い
わ
ゆ
る「
自
主
返
還
」

で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
指
導
対
象
と
な
っ
た
診
療
録
の
内
容
に

つ
い
て
、「
指
導
大
綱
関
係
実
施
要
領
」（「
第
10　
経
済
上
の
措
置
」）

に
基
づ
き
、
指
導
の
直
接
の
対
象
と
な
っ
た
患
者
（
30
名
分
）
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
対
象
を
全
患
者
に
ま
で
拡
大
し
、
か
つ
、
過

去
１
年
間
以
上
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
同
じ
内
容
の
「
自
主
点
検
」

を
行
わ
せ
て
、
そ
の
差
額
分
を
「
自
主
返
還
」
さ
せ
て
い
る
。

指
導
は
あ
く
ま
で
任
意
の
手
続
き
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は

「
自
主
点
検
」
や
「
自
主
返
還
」
を
拒
否
す
る
こ
と
も
当
然
に

許
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
保
険
医
は
指

導
技
官
の
判
断
に
抵
抗
す
る
こ
と
で
監
査
に
移
行
し
た
り
、
指

定
取
消
処
分
に
つ
な
が
る
こ
と
を
恐
れ
、
診
療
報
酬
の
返
戻
義

務
に
つ
い
て
も
自
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
実
態
に
お
か
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
不
正
、
不
当
を
問
わ
ず
、
過
誤
の
保
険
請
求
が

あ
れ
ば
全
額
返
金
す
べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か

し
、
診
療
録
等
の
記
載
が
一
部
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

適
切
な
治
療
行
為
を
現
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
十
分
に
説
明
す
る
機
会
を
与
え
、
返
還
を
拒
否
す
る
対
応

が
保
険
医
に
は
当
然
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
事
実

上
こ
れ
が
で
き
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
指
導
に
お
け
る
運
用
は
、
任
意
性
が
担
保
さ

れ
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
行
政
手
続
法
の
潜
脱
と
い
え
る
。

⑵
そ
の
他
、
適
正
手
続
保
障
の
観
点
か
ら
の
問
題
点

こ
の
よ
う
に
、
個
別
指
導
に
お
け
る
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、

任
意
の
手
続
き
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
指
導
が
、
保
険
医
に
と
っ

て
は
不
利
益
処
分
に
限
り
な
く
近
づ
い
て
い
る
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
憲
法
31
条
の
適
正
手
続
保
障
は
直
接
に
は

刑
事
手
続
き
に
お
け
る
保
障
の
規
定
で
あ
る
が
、
行
政
上
の

不
利
益
処
分
に
お
い
て
は
憲
法
31
条
が
準
用
さ
れ
得
る
も
の

で
あ
り
、
指
導
が
不
利
益
処
分
に
限
り
な
く
近
い
実
態
を
踏

ま
え
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
を
及
ぼ
す
べ
き
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、か
か
る
観
点
か
ら
は
以
下
の
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
。

①
指
導
対
象
に
選
定
さ
れ
た
理
由
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ

と
は
、
保
険
医
自
身
が
指
導
に
お
い
て
防
御
を
行
う
た
め
に

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、選
定
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
②
指
導
対
象
診
療
録
は
、
１
週
間
前
に
20
人
分
、
前

日
に
10
人
分
が
指
定
さ
れ
、
保
険
医
は
指
導
前
に
適
切
な
準

備
を
行
う
時
間
的
余
裕
を
与
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
③
指

導
現
場
の
録
音
と
弁
護
士
の
立
会
権
に
つ
い
て
は
、
運
用
上
は

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
行
政
側
の
裁
量
に
過
ぎ

ず
法
的
権
利
と
し
て
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
指
導
が
不
利
益
処
分
に
近
い
実
態
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
十
分
な
防
御
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
点
で
、
適
正
手
続
保
障
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
問
題
の
あ

る
制
度
と
い
え
る
。

４　
最
後
に

過
去
に
は
指
導
・
監
査
の
対
象
と
な
っ
た
医
師
が
追
い
つ

め
ら
れ
て
自
死
に
至
っ
た
例
も
複
数
存
在
す
る
よ
う
に
、
指

導
に
お
い
て
保
険
医
は
自
身
の
法
的
義
務
と
権
利
を
曖
昧
に

さ
れ
た
ま
ま
、
行
政
側
の
判
断
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
保
険

医
に
よ
る
萎
縮
診
療
を
招
き
、
結
果
と
し
て
、
国
民
の
必
要

な
医
療
を
受
け
る
権
利
を
後
退
さ
せ
か
ね
な
い
。

指
導
に
お
け
る
行
政
手
続
法
の
遵
守
、
適
正
手
続
の
保
障

の
観
点
か
ら
、
指
導
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
指
導
・

監
査
制
度
の
再
構
築
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

関
連
法
令

【
日
本
国
憲
法
】

　
第
三
十
一
条　
何
人
も
、
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
生
命

若
し
く
は
自
由
を
奪
は
れ
、
又
は
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
。

【
行
政
手
続
法
】

　
第
三
十
二
条　
行
政
指
導
に
あ
っ
て
は
、
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
い
や

し
く
も
当
該
行
政
機
関
の
任
務
又
は
所
掌
事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
及
び
行
政
指
導
の
内
容
が
あ
く
ま
で
も
相
手
方
の
任
意
の
協
力
に

よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２　
行
政
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
そ
の
相
手
方
が
行
政
指
導
に
従
わ
な
か
っ

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
健
康
保
険
法
】

　
第
七
三
条
（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
導
）　
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
は
療

養
の
給
付
に
関
し
、
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
は
健
康
保
険
の
診
療
又
は
調
剤

に
関
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
七
十
八
条
（
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
報
告
等
）
厚
生
労
働
大
臣
は
、

療
養
の
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は

保
険
薬
局
若
し
く
は
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
の
開
設
者
若
し
く
は
管

理
者
、
保
険
医
、
保
険
薬
剤
師
そ
の
他
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
開
設
者
で
あっ
た
者
等
」
と
い
う
。）
に
対
し
報
告
若
し
く
は
診
療
録
そ
の
他

の
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬

局
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
、
保
険
医
、
保
険
薬
剤
師
そ
の
他
の
従
業
者
（
開

設
者
で
あ
っ
た
者
等
を
含
む
。）
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
関
係
者

に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
に
つ
い
て
設

備
若
し
く
は
診
療
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
指
導
大
綱
】

　
第
２
（
指
導
方
針
）　
指
導
は
、保
険
医
療
機
関
等
及
び
保
険
医
等
に
対
し
「
保

険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
」（
中
略
）
等
に
定
め
る
保
険
診
療

の
取
扱
い
、
診
療
報
酬
の
請
求
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
周
知
徹
底
さ
せ
る

こ
と
を
主
眼
と
し
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
。

　
　
な
お
、指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、医
師
会
、歯
科
医
師
会
及
び
薬
剤
師
会
、

審
査
支
払
機
関
並
び
に
保
険
者
に
協
力
を
求
め
、
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
。

【
監
査
要
綱
】

　
第
２
（
監
査
方
針
）　
監
査
は
、
保
険
医
療
機
関
等
の
診
療
内
容
又
は
診
療
報
酬

の
請
求
に
つ
い
て
、
不
正
又
は
著
し
い
不
当
が
疑
わ
れ
る
場
合
等
に
お
い
て
、
的
確

に
事
実
関
係
を
把
握
し
、
公
正
か
つ
適
切
な
措
置
を
採
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

　
第
６
（
１　
監
査
後
の
措
置
）　
行
政
上
の
措
置

　
行
政
上
の
措
置
は
、
健
康
保
険
法
第
80
条
の
規
定
に
基
づ
く
保
険
医
療
機
関
等
の

指
定
の
取
消
、同
法
第
81
条
の
規
定
に
基
づ
く
保
険
医
等
の
登
録
の
取
消（
以
下「
取

消
処
分
」
と
い
う
。）
並
び
に
保
険
医
療
機
関
等
及
び
保
険
医
等
に
対
す
る
戒
告
及

び
注
意
と
し
、
不
正
又
は
不
当
の
事
案
の
内
容
に
よ
り
、
次
の
基
準
に
よって
行
う
。

　
参
考
）
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
健
康
保
険
法
等
に
基
づ
く
指
導
・
監
査
制
度

の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
」
平
成
26
年
8
月
22
日

国
民
皆
保
険
制
度
の
日
本
で
は
、
保
険
医
療
機
関
の

指
定
を
受
け
保
険
医
の
登
録
を
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て

保
険
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
保
険
医
は
、
保
険
診
療

に
関
す
る
法
律
・
規
則
に
も
と
づ
き
行
政
機
関
か
ら
「
指

導
」
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
指
導
は
医
療
保
険

制
度
の
円
滑
な
運
用
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は

趣
旨
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
事
例
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当

会
の
「
保
険
診
療
法
制
研
究
会
」
に
参
加
し
て
い
る
野
田

倫
子
弁
護
士
に
、
個
別
指
導
の
課
題
等
に
つ
い
て
寄
稿
い

た
だ
い
た
。
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『これから開業する君へ
 ～すべての勤務医にささぐ～』
(2018 年1月、㈱エピック刊 )
定価 1,500 円＋税

　
２
０
１
６
年
に
西
宮
市
で
中
内
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
さ
れ
た
中
内
一
揚
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
ご
勤
務
時
代
か
ら
協
会
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
医
大
勤
務
時
に
死
亡
保
障
の
グ
ル
ー
プ
保
険
に
妻
と

加
入
し
た
こ
と
が
入
会
の
き
っ
か
け
で
す
。
と
に
か
く
保
険

料
が
安
い
こ
と
が
魅
力
で
し
た
。
開
業
時
に
は
休
業
保
障
に

加
入
。そ
の
後
、積
立
年
金
の
デ
フ
エ
ル
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

─
開
業
に
至
る
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
父
親
が
眼
科
開
業
医
だ
っ
た
の
で
、
素
直
に
眼
科
医
の
道

を
選
ん
で
大
学
院
ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
開
業
す
る
な
ら
専

門
医
と
し
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
か
ら
…
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
卒
業
間
近
に
眼
科
形
成
外
科
の
分
野
を

見
出
し
ま
し
た
が
、
修
行
に
５
年
、
専
門
外
来
で
の
分
野
開

拓
に
５
年
、
10
年
ほ
ど
た
っ
て
よ
う
や
く
形

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
厄
年
に
な
り
、
大
学

で
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
り
切
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
が
し
て
、
自
分
の
後
継
医
師
を
探

し
ま
し
た
が
、
眼
形
成
と
い
う
特
殊
な
専
門

の
た
め
、
あ
ま
り
な
り
手
が
な
い
。
こ
の
ま

ま
自
分
1
人
で
や
っ
て
い
く
の
な
ら
ば
、
逆

に
開
業
し
て
も
立
場
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

の
で
は
？
と
思
い
開
業
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

─
独
り
立
ち
す
る
自
信
が
で
き
て
き
た
と
。

　
開
業
後
は
自
分
の
診
断
が
す
べ
て
と
な
り

ま
す
。
誰
に
も
指
図
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
的
確
な
診
断
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
学
で
は
一
般
的
な
眼
科
疾
患
に
関
す

る
勉
強
も
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、専
門
が
見
つ
か
る
ま
で
の
間
に
培
っ

た
、
白
内
障
、
網
膜
、
緑
内
障
な
ど
の
専
門

病
院
で
の
経
験
が
、
自
分
の
診
察
の
幅
を
広

げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
は
、
自
分

だ
か
ら
で
き
る
と
い
う
心
の
支
え
に
も
な
り
ま
す
。

─�

第
3
者
継
承
で
の
開
業
体
験
を
本
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
（
下
記
参
照
）。

　
い
ざ
開
業
を
決
意
し
て
も
、
新
規
開
院
物
件
の
立
地
や
価

格
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
難
航
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
知

人
か
ら
後
継
者
を
探
す
前
院
長
を
紹
介
さ
れ
、
第
3
者
継
承

の
選
択
肢
が
浮
上
し
ま
し
た
。
開
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た

め
に
１
年
は
お
手
伝
い
し
て
、
2
年
は
前
院
長
に
も
働
い
て

も
ら
う
条
件
で
交
渉
し
２
０
１
６
年
4
月
に
開
業
し
ま
し
た
。

拙
著
で
は
そ
う
し
た
経
験
を
イ
ラ
ス
ト
や
行
程
表
も
含
め
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
─
共
済
以
外
に
も
協
会
事
業
は
お
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？

　

開
業
直
前
に
、
先
輩
開
業
医
の
先
生
が
講
師
を
さ
れ
る
、

新
規
開
業
医
研
究
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
有
益
で
し
た
。
病
名

の
つ
け
か
た
、
保
険
点
数

算
定
の
ル
ー
ル
等
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
た
こ
と
は

そ
の
後
の
診
察
に
も
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
師
の
子
弟
向

け
に
、
医
学
部
進
学
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
子
ど
も
の
進
路
選
択
の
参

考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
─�

開
業
予
定
の
先
生
方
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　
勤
務
医
時
代
は
昼
食
の
時
間
は
短
い
で
し
ょ
う
が
、
開
業

し
て
も
、
ゆ
っ
た
り
お
昼
を
食
べ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
片
手
に
受
付
業
務
、
会
計
業
務
、
給
与
計
算
、
検

査
内
容
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
指
示
し
て
回
る
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。
そ
の
他
に
、
歓
送
迎
会
や
職
員
教
育
な
ど
に
も
時

間
を
捻
出
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
対
外
的
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や
マ
ス
コ
ミ
対
策
な
ど

の
情
報
発
信
の
工
夫
も
重
要
で
す
。
結
局
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ

ア
を
持
っ
て
い
る
医
師
が
強
い
と
思
い
ま
す
。〝
引
き
出
し
〟

を
多
く
す
る
こ
と
が
、
診
療
・
経
営
両
面
で
う
ま
く
い
く
秘

訣
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。『これから開業する君へ

 ～すべての勤務医にささぐ～』
(2018 年1月、㈱エピック刊 )
定価 1,500 円＋税

中内先生のご著書
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